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Abstract  

In enviroIlmentalmanagementtheory，Whichis a courseinthe FacultyofEnvironmentalStudies，Nagasaki  

University，aStudento伍ceinspectionwasconducted．Inthisactivity，Studentswhotakethecourseconductan  

environmentalinspection，Withstudents assignedtothe o伍ce as s咄ects．Inthe environmentalmanagement  

SyStemOPeratedbytheFaculty，Studentsassignedtotheclassarepositionedasassociatemembers，andtheyaccount  

forover70％ofallmembers．AsanefEbctiveapproachtothestudentofBce，therefore，aStudentofEceinspection  

WaSimplemented．Asaresult，theenvironmentalconsciousnessofthestudentswhobelongtothestudento伍ce  

WaSimproved．Inaddition，theinspectlngStudents’enthusiasmtostudywasimproved．  
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①ISO14001の理解   

②環境マネジメント（EMS）全般の理解   

③ コンサルタントビジネスの理解   

④大学におけるEMSの理解   

⑤学生研究室の内部監査能力の獲得  

の5つがある。⑤は学生研究室監査に取り組み始  

めた2005年度より加わったものである。   

この講義では、本学部が認証取得している  

ISO14001に基づくEMSの改善を、学生に考えさ  

せ、提案あるいは実践させるという実践的な講義  

形式をとってきた。それゆえ、本学部のEMSの運  

用体制などにあわせて、講義内容を変えてきた。   

表1に2005年度から2008年度に至るまでの講  

義内容の概要を示しているが、共通して本学部の  

EMSを実践的に学ぶことを中心にしている。ただ、  

本学部のEMSの改善、学生のスキル向上を目指す  

ために、講義の後半は毎年内容を変えてきた。   

2005年度には他大学のEMSの取り組み状況を  

受講生全員で調査し、評価した。これは、他大学  

の事例をもとに本学部のEMSを改善すること、あ  

るいはそのための提案をすることを目的としてい   

1．はじめに   

長崎大学環！尭科学部（以下、本学部）は文理融  

合を掲げた環境に関する初の国立大学の学部であ  

る。本学部は平成15年に環境マネジメントシステ  

ム（以下、EMS）の国際規格であるISO14001を  

認証取得した。この認証取得を学生の育成にいか  

すために、本学部で開講されている環境マネジメ  

ント論の講義内容に本学部のEMS運用を反映さ  

せてきた。本稿では、本学部のEMSを改善する手  

法として2005年度からはじめた学生研究室監査  

の取り組みを中心に取り上げ、その概要を報告す  

るとともに、学生のスキル向上の成果及び、今後  

の展開について紹介する。  

2．環境マネジメント論の講義内容の推移   

環境マネジメント論は半期15回開講される講  

義である。環境マネジメント論のねらいには、  

☆ 長崎大学大学院生産科学研究科  

☆☆ 長崎大学環境科学部・学生  

（受理年月日 2009年3月31日）  
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さらに、講義の受講者を対象として、内部環境  

監査員の研修をおこなった。これは、内部監査に  

必要な知識・技術の研修である。内部環境監査員  

は、社会的には一定のスキルを有した者と認めら  

れる資格である。   

本学部の文系では、環境関連の資格の獲得は  

困難である。そのなかで、内部環境監査員の資  

格取得は、学生の学習意欲向上につながってい  

る。この研修を修了した学生により、本学部の  

内部監査が実施され、学部長を含む教職員へヒ  

アリングを実施し、EMS改善への提案を行った。  

表1．環境マネジメント論の講義内容の推移  

年度   講義概要   

ISO14001・EMS の概要、学部の  

平成17      EMS、他大学のEMS調査   
ISO14001・EMS の概要、学部の  

平成18      EMS、学部のEMS改善提案   
ISO14001・EMS の概要、学部の  

平成19      EMS、ISO14001用語の簡略化、内部  

監査の方法、学生研究室監査   

ISO14001・EMS の概要、学部の  

平成20      EMS、EMS学生委員会、内部監査の  

方法、学生研究室監査   

る。調査の結果、学生が大学のEMSを主体的にな  

っているところほど、EMS活動の活発化がみられ  

た。   

千葉大学や京都精華大学では、学生が学部ある  

いは大学全体の内部監査をおこなっており、その  

ことで、EMS活動の活発化だけでなく、学生の教  

育・育成にもつながっていることがわかった。一  

方で、学生がEMSの構成員に含まれていない大学  

では、教職員だけで形式的な活動が行われている  

傾向が強かった。また、ISO14001が教育的な要  

素をもつツールとして十分活用されていなかった。   

そこで、調査対象とした大学の中で、学生が大  

学のEMSに関わっている大学（千葉大学、千葉商  

科大学、鳥取環！寛大学など）の学生と長崎大学に  

おいてEMS学生交流会を開催した。   

写真2．内部監査の様子  

環！尭マネジメント論の講義をステップにして、  

学生のEMS運用スキル向上の仕組みが、本学部の  

なかに構築されていった。   

2007年度には、講義の蓄積から、本学部のEMS  

における内部監査を講義の中に取り込むことにし  

た。まずは、学生研究室の内部監査を講義の中で  

実施することにした。   

さらにスキル向上を希望する学生は、内部環  

境監査員研修を受講し、本学部の正式な内部監  

査を担当することになった。また、（講義を受講  

した学生による）EMS学生委員会によって本学  

部の環境報告書が作成された。  

3．学生研究室監査の取り組み   

環境マネジメント論は、EMSの理解だけでなく、  

実際にEMSを構築し運用できるようになること  

も目的としている。これは教室の座学だけでは不  

十分である。そこで講義の受講者による内部監査  

を実施することにした。以下、その詳細である。  

3．1．監査の対象   

学生研究室監査とは、本学部の文系3年次以上、  

理系4年次以上の、教員の研究室に配属されてい  

る学生（ゼミ生）に対する環境監査である。  

写真1．他大学でEMSに取り組む学生との交流会  

この交流会はマネジメント論を受講した学生有  

志が独自に取り組んだものである。彼らを母体と  

して、ISO学生委員会（現：EMS学生委員会）と  

いう学生組織が立ち上げられた。この組織は、本  

学部のEMS改善を目的として活動している。   

2006年度には、本学部の環！尭管理マニュアル  

（ISO14001運用手順を記載したもの）について  

の課題、本学部のEMSの改善について検討した。  
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本学部では、教職員も含めての構成員のうち、  

学生が約9割を占めている。本学部のEMSの運  

用上、学生への働きかけは重要である。学生研究  

室は、資源・エネルギーの消費・廃棄物の排出が  

多いため、学生に働きかけをすることで、本学都  

全体として節電、ごみ減量などにつながる。さら  

には、学生が研究室において環境配慮の行動がと  

れるようになる。  

3．2．学生研究室監査の実際   

学生研究室監査は、環境マネジメント論の講義  

の中でおこなう。講義の流れとしては、EMSの概  

要や本学部のシステムについて学習し、その後、  

内部監査の方法を学習し、学生研究室監査を実施  

する。   

学生研究室監査は図3のようなフローでおこな  

う。まず、監査の目的の共有、チェックリストの  

作成、班分け、監査研究室の割り当て（アポ取り）  

をするなど監査の準備をする。次に、監査の了解  

が得られた研究室の学生を会場に案内し、作成し  

たチェックリストに基づいたヒアリングを学生研  

究室の学生に実施し、結果を記録する。最後に、  

監査の結果をとりまとめ、改善案を作成する。  

3．2．3．チェックリストの作成   

監査の際に質問する項目のリストを作成する。  

チェックリストの作成では、本学部の環境管理マ  

ニュアル及び各種手順書を参照した。EMSの運営  

に学生が関わるところはほとんどないため、チェ  

ックリストには、特に各種手順書（コピー用紙削  

減管理、省エネルギー、廃棄物管理等に関する手  

順書）に基づく具体的な行動をリストアップした。  

また、それ以外に取り組むべきことが望ましい項  

目などを追加した。その他、自由意見として本学  

部のEMSの改善への提案や今回の学生研究室監  

査に対する意見などを聞いた。  

3．2．4．監査実施計画書の作成   

被監査部門ごとに実施計画書を作成する。実施  

計画書には、監査の目的、監査チーム、監査日時・  

場所などを記入する。監査する学生研究室につい  

ては、3．2見でアポイントメントを取る学生研究室  

の名前を記入する。  

3．2．5．監査研究室の割り当て   

監査する学生研究室の確保のため、まず、アポ  

イントメントを取る必要がある。各班に、アポイ  

ントメントを取る学生研究室の割り当てを行い、  

班ごとに各学生研究室に訪問する。その際に、監  

査を依頼する文書及び監査実施計画書を手渡す。  

監査対象には、各学生研究室から1名の選出を要  

請する。なお、受講者がアポイントメントを取る  

前に、担当教員が各教員に学生研究室監査を実施  

について協力を依頼する旨の連絡をする。  

3．2．6．監査の練習   

効果的に監査を実施するためには、事前の練習  

が欠かせない。講義では、監査される側と監査す  

る側に分かれて練習をおこなった。   

教員が監査される側となり、練習した。実際に  

監査をするイメージをつけやすくするとともに、  

内容を改善するためである。この段階で監査の写  

真や映像を見せると、監査のイメージがつきやす  

い。  

3．2．7．監査  

（D会場   

監査を実施する部屋を事前に予約する。監査当  

日は、アポイントメントが取れた監査研究室ごと  

に滞りなく監査が実施できるよう、会場の設営を  

おこなった。  

②会場への案内   

会場及び時間については、監査対象に事前に連  

絡をした。各班1名が、会場入り口から自分の班   

・監査の目的の共有  

・監査実施計画書の作成   

・チェックリストに基づいたヒアリング  

・監査報告会の開催  

・監査報告書・指摘記述書の作成  

図1．学生研究室監査の流れ  

3．2．1．監査の目的の共有   

監査を何のためにするのか理解していないと、  

監査を実施した結果のイメージや目的意識が低下  

してしまう。そのため、目的を明確にしておく。  

今回の取り組みでは、本学部のEMS改善を目的と  

した。  

3．2．2．班分け   

受講者を4～5人ごとに班わけする。班の中で、  

リーダーを決め、質問、記録など役割分担をする。  

班ごとに、各種作業をおこなう。  
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の机までの案内係を務めた。  

③監査   

監査当日は2時間ほどで学生研究室の監査をお  

こなった。1つの研究室に対し、20分程度で、チ  

ェックリストにもとづきヒアリングをおこなう。  

はい、いいえ、などで答えられるような質問にす  

ると、学生研究室の取り組みの現状や課題等につ  

いて具体的な情報の収集が難しくなるため、適宜、  

質問の仕方や内容について変更した。  

総括、指摘内容、改善への提案などを含む。また、  

著しく改善が望まれる事態があれば、指摘記述書  

に内容を記載して改善提案をする。  

4．成果と課題   

学生研究室監査の実施により、二つの成果が得  

られた。一つは学生研究室の現状が把握できたこ  

とである。「エアコンはなるべく使わないよう換気  

やうちわの利用などしている」「エアコンの設定温  

度はあまり気にしていない」「両面印刷はしていな  

い」など、監査の実施により、学生研究室におけ  

る学生の環境負荷に関わる活動の現状が把握でき  

た。また、「資料によっては両面印刷できないもの  

もある」「コピー機が片面印刷しかできない」「エ  

アコンの温度設定はできず、強・中・弱でしか調  

整できない」など、環境負荷を減らすための活動  

を推進するに当たっての課題も明らかとなった。   

もう一つは、学生研究室の学生に対して環境保  

全活動を推進することができたことである。監査  

を受けた学生へのヒアリングからは、「研究室の中  

で節電や両面コピーなどを心がけたい」、「今後も  

この取り組みを続けてほしい」など、肯定的な意  

見が多かった。学生研究室における環境に配慮し  

た活動の実践を促進する効果は一定程度得られた  

と考えられる。   

こうした監査の経験から、学生研究室にでかけ  

ていって監査をした方が、具体的な指摘、提案が  

できていいのではないかといった意見も出てきた。   

今後、監査の実施方法について、さらに工夫を  

重ねていく必要がある。   

監査を体験した学生を対象に実施したアンケー  

トで明らかになった課題は、（丑質問項目の作り方  

や質問の仕方、②アポ取りの仕方、監査の意図を  

うまく相手に伝えること、③班での活動などであ  

る。特に、アポイントメントを取るのが難しいと  

いう意見が多かったため、講義の中で練習する時  

間を増やす必要を感じた。   

学生研究室監査は、学生のコミュニケーション  

能力向上、実践による理論の定着、教室配属前の  

学生が、監査を実施することによる、教室配属後  

の環境配慮行動促進などの効果も期待している。  

学生研究室の監査を実施した学生に対して学生研  

究室監査の実施後、コミュニケーション能力の必  

要性と、座学で得られないものが得られたかとい  

うアンケートをとったところ、図2、図3のよう  

な結果が得られた。  

写真3．学生研究室監査  

資料1．学生による研究室監査  

（2007年7月13日 長崎新聞）  

3．2．8．結果まとめ  

（D監査報告会   

監査の結果をまとめ、班ごとに報告しあうこと  

により結果を共有した。また、監査を実施すると  

きに出てきた課題を出し合い、改善方法等につい  

ても意見交換し、監査自体の改善を図った。  

②監査報告書・指摘記述書の作成   

監査の結果を報告書にまとめる。監査報告書に  

は、実施日時・場所、監査の目的、監査チーム、  
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座学で得られないものが得られたかという質問  

に対し、約9割の学生が肯定的な回答を示してい  

る。学生の感想からも、「理解しても、実際にやっ  

てみると、本当は理解できていなかった部分や、  

新しい発見があると思う。」などといった意見が出  

ており、理論的な学習を実践的な取り組みにより  

深めていくという取り組みの成果とみることがで  

きる（図2）。   

また、内部監査を実施してコミュニケーション  

能力の必要性を感じましたか、という問いに対し  

5．本学部のEMSと連動する学生のスキル向上   

本学部のISO14001に基づくEMSの運用があ  

り、それを環境マネジメント論において教材、フ  

ィールドとすることで学生のスキルの獲得・向上  

がみられた。   

学生は、環境マネジメント論を受講し、その中  

で、学生研究室監査の取り組みにより、座学を実  

践に結びつけ、EMSに関する知識・スキルを獲得  

した。その後、更なるスキルの向上を希望する学  

生に対しては、内部環境監査員研修や、その後の  

本学部の内部監査を実践の場として提供した。ま  

た、インターンシップという形式をとったが、本   

学部の内部監査までを経験した学生が長崎市役  

所の環！尭への取り組みを監査する試みもおこなっ  

た。本学部のEMS運用に学生を取り入れていく動  

きが出てきており、今後もこうした、学部のEMS  

と連動した学生の育成が重要となってくる。  

図2．アンケート結果（D  

資料2．学生による長崎市役所監査  

（2008年3月19日 長崎新聞）  

図3．アンケート結果②  

て、9割以上がコミュニケーション能力の必要性を  

実感しており、「他人の前で自分の意志をはっきり  

伝える練習になった。」「コミュニケーション能力  

など、自分の能力は意識しないと上達しないこと  

を学んだ。」などの意見が出た。社会に出て特に重  

要となるコミュニケーション能力の重要性の理解  

が図られたと考えられる（図3）。  

写真4．学生による長崎市役所監査   
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写真5．長崎市役所の取り組み例  

6．おわりに   

本稿では環境マネジメント論で実施した学生研  

究室監査を中心に紹介した。教室での理論学習を  

経て、監査というスキルを獲得した学生は、さら  

に学内、地域へと活動を広げていった。   

学生による監査は好評であり、いまでは長崎市  

役所だけでなく、複数の自治体、団体から問い合  

わせがある。今後はこれらも講義の一部として展  

開することを考えている。   

本学部のEMSの取り組みがあり、学生の監査を  

受け入れていただいた多くの研究室の協力があっ  

たからこそ、このような成果が得られたと考えて  

いる。  
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